
東京都市計画都市再生特別地区の変更（素案） 
都市計画都市再生特別地区を次のように変更する。 
種類 面積 建築物

その他
の工作
物の誘
導すべ
き用途 

建築物の容積率
の最高限度 

建築物
の容積
率の最
低限度 

建築物
の建蔽
率の最
高限度 

建 築 物
の 建 築
面 積 の
最 低 限
度 

建築物の高さの 
最高限度 

壁面の位置の制限 備考 

都
市
再
生
特
別
地
区(

品
川
駅
街
区
地
区) 

約 3.3ha ― 98/10 

(注 1) 

― 8/10 

(注 2) 

1,000 ㎡ 

 

― 建築物の外壁、これ

に代わる柱又は門若し

くは塀は、計画図に示

す壁面の位置の制限を

越えて建築してはなら

ない。ただし、次の各

号のいずれかに該当す

る建築物はこの限りで

はない。 
(1) 歩行者の回遊性

及び利便性を高め

るために設ける歩

行者デッキ、階段、

エスカレーター、

エレベーター並び

にこれらに設置さ

れる屋根、柱、壁

その他これらに類

するもの 

(2) 歩行者の快適性

及び安全性を高め

るために設ける屋

根、ひさし、落下

防止柵その他これ

らに類するもの 

(3) 駐輪場の用に供

する建築物の部分 

１  中水道施設の用に供する部
分その他これに類するもの
は、北街区 1,200 ㎡を上限と
して、容積率の算定の基礎と
なる延べ面積から除く。（注1） 

２  地域冷暖房施設の用に供す
る部分その他これに類するも
のは、南-a 街区 8,700 ㎡を上
限として、容積率の算定の基
礎となる延べ面積から除く。
（注 1） 

３ コージェネレーション設備
の用に供する部分その他これ
に類するものは、南-a 街区
850 ㎡を上限として、容積率
の算定の基礎となる延べ面積
から除く。（注 1） 

４ 建築基準法第 53 条第３項
第１号に該当する建築物にあ
っては 1/10 を、第１号及び第
２号に該当する建築物にあっ
ては 2/10 を、第 53 条第６項
第１号に該当する建築物にあ
っては 2/10 を加えた数値と
する。（注 2） 

 

 北街区 

約 1.5ha 

100/10 

(注 1) 

ただし、

12/100 以上を

情報発信施設及

びこれに付随す

る施設の用途と

する。 

40/10 高層部Ａ：150m 

低層部：50m 

 

※高さの基準点

は T.P.+4.9m

とする。 

 

南-a 街区 

約 1.7ha 

100/10 

（注１） 

ただし、

40/100 以上を

ビジネス交流施

設、ビジネス協

働支援施設及び

これらに付随す

る施設の用途と

する。 

40/10 高層部Ａ：150m 

高層部Ｂ：90m 

低層部：50m 

 

※高さの基準点

は T.P.+4.9m

とする。 
 

南-b 街区 

約 0.1ha 

50/10 

  

40/10 

 

低層部：50m 

 

※高さの基準点

は T.P.+4.9m

とする。 

 

 

その他の既決定の地区 面  積 位  置 

都市再生特別地区(大崎駅西口Ｅ東地区) 
都市再生特別地区(大崎駅西口Ａ地区) 

約 2.4  ha 
約 1.8  ha 

品川区大崎二丁目及び大崎三丁目各地内 
品川区大崎二丁目地内 



都市再生特別地区(丸の内１－１地区) 
都市再生特別地区(大手町地区) 
都市再生特別地区(西新宿一丁目７地区) 
都市再生特別地区(丸の内２－１地区) 
都市再生特別地区(淡路町二丁目西部地区) 
都市再生特別地区(大手町一丁目６地区) 
都市再生特別地区(日本橋室町東地区) 
都市再生特別地区(北品川五丁目第１地区) 
都市再生特別地区(銀座四丁目６地区) 
都市再生特別地区(渋谷二丁目２１地区)  
都市再生特別地区(神田駿河台三丁目９地区) 
都市再生特別地区(京橋二丁目１６地区) 
都市再生特別地区(丸の内二丁目７地区) 
都市再生特別地区(京橋二丁目３地区) 
都市再生特別地区(銀座四丁目１２地区) 
都市再生特別地区(神田駿河台四丁目６地区) 
都市再生特別地区(京橋三丁目１地区) 
都市再生特別地区(丸の内一丁目１－１２地区) 
都市再生特別地区(銀座六丁目１０地区) 
都市再生特別地区(日本橋二丁目地区) 
都市再生特別地区(大手町一丁目１地区) 
都市再生特別地区(浜松町二丁目４地区) 
都市再生特別地区(渋谷駅地区) 
都市再生特別地区(渋谷三丁目２１地区) 
都市再生特別地区(日比谷地区) 
都市再生特別地区(虎ノ門二丁目地区)  
都市再生特別地区(桜丘町１地区) 
都市再生特別地区(丸の内三丁目１０地区)  
都市再生特別地区(竹芝地区) 
都市再生特別地区(虎ノ門四丁目地区) 
都市再生特別地区(虎ノ門一丁目３・１７地区) 
都市再生特別地区(大手町一丁目２地区)  
都市再生特別地区(八重洲一丁目６地区) 
都市再生特別地区(八重洲二丁目１地区) 
都市再生特別地区(宇田川町１５地区) 
都市再生特別地区(京橋一丁目東地区) 
都市再生特別地区(八重洲二丁目中地区) 
都市再生特別地区(虎ノ門・麻布台地区) 
都市再生特別地区(日本橋一丁目中地区)  
都市再生特別地区(芝浦一丁目地区)  

約 1.2  ha 
約 16.2  ha 
約 0.9  ha 
約 1.7  ha 
約 2.2  ha 
約 1.5  ha 
約 1.8  ha 
約 3.6  ha 
約 0.9  ha 
約 1.1  ha 
約 2.2  ha 
約 0.7  ha 
約 1.7  ha 
約 1.0  ha 
約 1.0  ha 
約 1.3  ha 
約 1.3  ha 
約 1.3  ha 
約 1.4  ha 
約 4.8  ha 
約 2.4  ha 
約 3.2  ha 
約 4.9  ha 
約 1.0  ha 
約 1.4  ha 
約 2.9  ha 
約 2.6  ha 
約 1.6  ha 
約 2.4  ha 
約 1.8  ha 
約 2.2  ha 
約 2.8  ha 
約 1.4  ha 
約 1.7  ha 
約 0.7  ha 
約 1.6  ha 
約 2.2  ha 
約 8.1  ha 
約 3.9  ha 
約 4.7  ha 

千代田区丸の内一丁目及び中央区八重洲一丁目各地内 
千代田区大手町一丁目及び大手町二丁目並びに中央区八重洲一丁目各地内 
新宿区西新宿一丁目地内 
千代田区丸の内二丁目地内 
千代田区神田淡路町二丁目地内 
千代田区大手町一丁目地内 
中央区日本橋室町一丁目及び日本橋室町二丁目各地内 
品川区北品川五丁目地内 
中央区銀座四丁目地内 
渋谷区渋谷二丁目地内 
千代田区神田駿河台三丁目地内 
中央区京橋二丁目地内 
千代田区丸の内二丁目地内 
中央区京橋二丁目地内 
中央区銀座四丁目地内 
千代田区神田駿河台四丁目地内 
中央区京橋三丁目地内 
千代田区丸の内一丁目及び中央区八重洲一丁目各地内 
中央区銀座六丁目地内 
中央区日本橋二丁目地内 
千代田区大手町一丁目地内 

港区浜松町二丁目地内 

渋谷区渋谷二丁目、道玄坂一丁目及び道玄坂二丁目各地内 
渋谷区渋谷二丁目及び渋谷三丁目各地内 
千代田区有楽町一丁目地内 
港区虎ノ門二丁目及び赤坂一丁目各地内 
渋谷区桜丘町及び道玄坂一丁目各地内 
千代田区丸の内三丁目地内 
港区海岸一丁目地内 
港区虎ノ門三丁目及び虎ノ門四丁目各地内 
港区虎ノ門一丁目地内 
千代田区大手町一丁目地内 
中央区八重洲一丁目地内 
中央区八重洲二丁目地内 
渋谷区宇田川町及び神南一丁目各地内 
中央区京橋一丁目地内 
中央区八重洲二丁目地内 
港区虎ノ門五丁目、麻布台一丁目及び六本木三丁目各地内 
中央区日本橋一丁目地内 
港区芝浦一丁目地内 



都市再生特別地区(虎ノ門一・二丁目地区) 
都市再生特別地区(赤坂二丁目地区) 
都市再生特別地区(歌舞伎町一丁目地区) 
都市再生特別地区(品川駅北周辺地区) 
都市再生特別地区(八重洲一丁目北地区) 
都市再生特別地区(日本橋室町一丁目地区) 
都市再生特別地区(内神田一丁目地区) 
都市再生特別地区(東池袋一丁目地区) 
都市再生特別地区(新宿駅西口地区) 
都市再生特別地区(虎ノ門一丁目東地区) 
都市再生特別地区(赤坂二・六丁目地区) 
都市再生特別地区(渋谷二丁目西地区) 
都市再生特別地区(日本橋一丁目東地区) 
都市再生特別地区(日本橋一丁目１・２番地区) 
都市再生特別地区(新宿駅西南口地区) 
都市再生特別地区(京橋三丁目東地区) 
都市再生特別地区(宮益坂地区) 

約 2.4  ha 
約 2.0  ha 
約 0.6  ha 

約 9.5  ha 

約 1.6  ha 
約 1.1  ha 
約 1.0  ha 
約 1.5  ha 
約 1.6  ha 
約 1.1  ha 
約 1.7  ha 
約 2.9  ha 
約 3.6  ha 
約 0.8  ha 
約 1.9  ha 
約 0.9  ha 
約 1.4  ha 

港区虎ノ門一丁目及び虎ノ門二丁目各地内 
港区赤坂一丁目及び赤坂二丁目各地内 
新宿区歌舞伎町一丁目及び歌舞伎町二丁目各地内 

港区港南二丁目、芝浦四丁目、高輪二丁目及び三田三丁目各地内 

中央区八重洲一丁目地内 
中央区日本橋室町一丁目地内 
千代田区内神田一丁目地内 
豊島区東池袋一丁目地内 
新宿区新宿三丁目及び西新宿一丁目各地内 
港区虎ノ門一丁目地内 

港区赤坂二丁目及び赤坂六丁目各地内 
渋谷区渋谷二丁目地内 
中央区日本橋一丁目、日本橋本町一丁目及び日本橋小網町各地内 
中央区日本橋一丁目地内 
新宿区西新宿一丁目及び渋谷区代々木二丁目各地内 
中央区京橋三丁目地内 
渋谷区渋谷一丁目及び渋谷二丁目各地内 

小 計 約 141.1  ha  

今回変更する地区   

都市再生特別地区(品川駅街区地区)※本件 
都市再生特別地区(田町駅西口駅前地区) 
都市再生特別地区(六本木五丁目西地区) 

約 3.3  ha 
約 0.8  ha 
約 10.1  ha 

港区高輪三丁目及び港南二丁目各地内 
港区芝五丁目地内 
港区六本木五丁目、六本木六丁目及び麻布十番一丁目各地内 

合 計 約 155.3  ha  

「位置、区域、高さの最高限度及び壁面の位置の制限は、計画図表示のとおり」 

理 由：土地の合理的かつ健全な高度利用と都市機能の更新を図るため、都市再生特別地区を変更する。 
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①
②  主要な公共施設境界
③  地区施設境界
④  地区施設境界見通し線
⑤  鉄道敷地境界
⑥  敷地境界
⑦  都市高速鉄道境界
⑧  土地区画整理事業区域界
⑨  道路境界0 25 50 100 150m

N

東京都市計画都市再生特別地区
品川駅街区地区　計画図１

この地図は、国土地理院長の承認（平２９国関公第４４４号）を得て作成した東京都地形図（Ｓ＝１：２，５００）を使用（４都市基交第１４９１号）して作成したものである。無断複製を禁ずる。

（承認番号）４都市基街都第２８４号、令和５年３月７日
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凡　　例
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▼50m

▼２階デッキ上端
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8m 
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▽歩道面
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▼

▽高さの基準点

0.5m

敷地境界線
▼

▽高さの基準点

建築物の高さの最高限度及び壁面の位置の制限
※高さの基準点は T.P.+4.9mとする。2号壁面について、歩道面以下の部分は壁面位置の制限を受けない。

※歩道面は敷地境界側端部の
　高さとする

N

0 25 50 100 150m

東京都市計画都市再生特別地区
品川駅街区地区　計画図２

この地図は、国土地理院長の承認（平２９国関公第４４４号）を得て作成した東京都地形図（Ｓ＝１：２，５００）を使用（４都市基交第１４９１号）して作成したものである。無断複製を禁ずる。

（承認番号）４都市基街都第２８４号、令和５年３月７日



国家戦略都市計画建築物等整備事業を定める理由書  

 

１  種類 ・ 名称  

  東京 都 市計 画都 市再 生 特別 地区 （品 川 駅街 区 地 区）  

 

２  理  由  

国家 戦略 特 別区 域に 関す る 区域 方針（ 令和 ４年 １ １月 ）では 、

東 京圏 の 目 標 と し て、 世 界 で 一 番 ビジ ネ ス の し や すい 環 境 を整

備 する こ と に よ り 、世 界 か ら 資 金 ・人 材 ・ 企 業 等 を集 め る 国際

的 ビジ ネ ス 拠 点 を 形成 す る と と も に、 近 未 来 技 術 の 実 証 や 創 薬

分 野等 に お け る 起 業・ イ ノ ベ ー シ ョン を 通 じ 、 国 際競 争 力 のあ

る新 事業 を 創出 する こと と して いる 。  

本 地区 は 、 特 定 都 市再 生 緊 急 整 備 地域 の 「 品 川 駅 ・田 町 駅 周

辺 地域 」 に 位 置 し 、 地 域 整 備 方 針 （令 和 ４ 年 ４ 月 ） で は 、 羽 田

空 港の 国 際 化 や リ ニア 中 央 新 幹 線 の整 備 を 契 機 に 、広 域 交 通の

拠 点性 を 強 化 し 、 東京 と 国 内 外 を 結ぶ サ ウ ス ゲ ー トに ふ さ わし

い交 通結 節 点を 形成 し、業 務、商 業、研究 、交流 、宿泊 、居 住 、

教 育、 文 化 な ど の 多様 な 機 能 が 集 積す る 、 魅 力 あ る新 拠 点 を形

成し てい く こと と し てい る 。  

また 、「 都市 計画 区域 の整 備 、開 発及 び保 全 の方 針（ 令和 ３ 年

３月 ）」で は、駅 の 再編 、環状 第 ４号 線な どの 道 路ネ ット ワー ク 、

国 道１ ５ 号 の 上 空 デッ キ 、 駅 前 広 場及 び 歩 行 者 ネ ット ワ ー クな

ど 都市 基 盤 の 整 備 が進 み 、 国 内 外 の各 都 市 と つ な がる 利 便 性の

高 い広 域 交 通 結 節 点と し て の 中 核 的な 拠 点 を 形 成 する こ と とし

てい る 。  

さら に、「品 川 駅 ・田 町駅 周 辺ま ちづ くり ガ イド ライ ン２ ０

２０ （令 和 ２年 ３月 ）」 では 、 本 地区 を 優 先 整備 地区 に位 置 付

け、 世界 と 日本 各地 から の 人々 を迎 え入 れ る交 通結 節点 と し

て、 機能 的 で分 かり やす い 駅周 辺空 間 を 形 成し 、国 内外 か ら人

が集 い、 国 際的 な業 務等 、 多様 な都 市活 動 を展 開す る場 と し

て、 これ か らの 日本 の成 長 を け ん引 する 国 際交 流拠 点・ 品 川の

将来 像を 示 して いる 。  

本地 区に お いて は、 ター ミ ナル 駅直 上の 利 点を 生か し、 先 行

する 品川 駅 周辺 と一 体的 な 都市 基盤 の整 備 を図 る。  

また 、 多 様 な人 々に よる 交 流促 進・ 協働 支 援に よる 新た な 価

値・ 文化 の 創造 と、 創造 さ れた 新た な価 値 ・文 化の 発信 に 持続



的に 取り 組 み、 国際 競争 力 強化 に資 する 都 市機 能を 導入 す ると

とも に、 帰 宅困 難者 支援 機 能の 整備 、自 立 分散 型エ ネル ギ ーシ

ステ ムの 導 入等 によ る防 災 対応 力強 化、 建 物の 総合 的な 環 境性

能の 向上 等 によ る環 境負 荷 低減 を図 る。  

これ らの 取 組を 通し て、 国 際競 争力 強化 を 図る ため 、都 市 再

生特 別地 区 の変 更に 関し 、 国家 戦 略 都市 計 画建 築物 等整 備 事業

を定 める も ので ある 。  




